
町花しゃくなげ咲いて、
春まっさかり。
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奥
出
雲
町
の
発
展
に
多
大
な
る
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
た
、
奥
出
雲
町
名
誉

町
民
・
元
奥
出
雲
町
長 

岩
田
一
郎

さ
ん
が
４
月
17
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、そ
の
ご
功
績
と
お
人
柄
を
偲
び
、

深
く
感
謝
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

広報 奥出雲 2広報 奥出雲3

町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

岩
田
様
は
、温
厚
篤
実
な
お
人
柄
と
優
れ
た
識
見
、そ
し
て
強
い

信
念
と
実
行
力
を
も
っ
て
、長
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
と
町
民
福

祉
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。仁
多
町
議
会
議
員
と
し
て
地
域

振
興
に
尽
く
さ
れ
て
以
来
、仁
多
町
長
と
し
て
六
期
二
十
二
年
余
、

さ
ら
に
合
併
後
は
初
代
奥
出
雲
町
長
と
し
て
町
政
を
担
わ
れ
、通
算

二
十
六
年
余
に
わ
た
り
本
町
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

在
任
中
は
、生
活
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、情
報
通
信
網
の
充

実
、農
業
の
振
興
、企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
、医
療
・
福
祉
・
教

育
の
充
実
な
ど
、幅
広
い
分
野
で
先
駆
的
な
施
策
を
推
進
さ
れ
、今

日
の
奥
出
雲
町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
所
得
の
な
い
と
こ
ろ
に
定
住
は
な
い
」と
の
信
念
の
も
と
、地

域
産
業
の
振
興
と
若
者
定
住
に
力
を
注
が
れ
、市
町
村
合
併
に
お
い

て
も
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、そ
の
ご
活
躍
は
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
に
も

及
び
、地
方
自
治
の
振
興
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、そ
の
ご
功
績
と
志
を
深
く
胸
に
刻
み
、こ
れ
か
ら
も
そ
の

志
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、奥
出
雲
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
町
民
福
祉

の
向
上
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
に
改
め
て
、岩
田
様
の
ご
功
績
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
捧

げ
ま
す
と
と
も
に
、謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

奥
出
雲
町
長

　
　
糸
原

　
保

本
来
で
あ
れ
ば
名
誉
町
民
で
あ
り
、町
民
葬
を
執
り
行
う
べ
き

と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、ご
遺
族
様
の
ご
意
向
を
尊
重
し
、町
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
弔
意
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
庁
舎
に
お
け
る

記
帳
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　　　　
岩
田
一
郎
さ
ん
の

　　　　　　　　
        

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

岩
田
一
郎
さ
ん

　功
績
の
概
要

                          

（
一
部
抜
粋
）

昭
和
38
年

　仁
多
町
議
会
議
員

昭
和
58
〜
平
成
17
年

　仁
多
町
長

平
成
17
〜
21
年

　奥
出
雲
町
長

【
就
任
歴
】

平
成
８
年

 島
根
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
長

平
成
11
年

 全
国
町
村
会
理
事

 

島
根
県
町
村
会
会
長

 

㈶
全
国
自
治
協
会
評
議
員

平
成
13
年
 島
根
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
管
理
者

平
成
14
年

 全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
連
盟
会
長

 

全
国
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
連
合
会
副
会
長

平
成
21
年

　全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
連
盟
顧
問

【
表
彰
歴
】

昭
和
58
年

 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
表
彰

昭
和
59
年

 

法
務
大
臣
表
彰

平
成
４・８・
12
年

 
全
国
町
村
会
長
表
彰

平
成
15
年

 

総
務
大
臣
表
彰

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

平
成
21
年

 

旭
日
中
綬
章（
自
治
功
労
）

名
誉
町
民

　
元
奥
出
雲
町
長

　令
和
８
年
４
月
24
日
、
奥
出
雲
町
役
場
仁
多
庁
舎
に
お
い

て
、
奥
出
雲
町
交
通
指
導
員
の
任
命
式
を
行
い
、
新
た
に
８

名
（
新
任
１
名
、
再
任
７
名
）
を
任
命
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
町
長
か
ら
任
命
書
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
交
通
安
全
活
動
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　任
期
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日

ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
は
、
通
学
時
の
見
守
り
活
動
や
街

頭
で
の
交
通
指
導
、
交
通
安
全
運
動
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ

て
、
地
域
の
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
奥
出
雲
町
交
通
指
導
員
（
敬
称
略
）

   

布
勢
地
区
　山
根
　富
則
（
再
任
）

   

三
成
地
区
　内
田
　雅
人
（
再
任
）

   

亀
嵩
地
区
　石
原
　信
夫
（
再
任
）

   

阿
井
地
区
　長
谷
川
史
郎
（
新
任
）

   

鳥
上
地
区
　小
田
　正
弘
（
再
任
）

   

横
田
地
区
　立
花
　浩
二
（
再
任
）

   

八
川
地
区
　戸
屋
　
　進
（
再
任
）

   

馬
木
地
区
　糸
原
　輝
幸
（
再
任
）

■
退
任
者
（
敬
称
略
）

   

阿
井
地
区
　三
原 

康
男

　阿
井
地
区
の
三
原
様
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
12
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
、
交
通
指
導
員
と
し
て
地
域
の
交
通
事

故
防
止
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

奥
出
雲
町
交
通
指
導
員
を

　
　
　
　
　
任
命
し
ま
し
た

奥
出
雲
町
交
通
指
導
員
を

　
　
　
　
　
任
命
し
ま
し
た

▲任命式後の意見交換会の様子

４
月
12
日
、
前
奥
出
雲
町
長 

勝
田
康
則
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
、そ
の
ご
功
績
と
お
人
柄
を
偲

び
ま
す
。

　　　　　
前
奥
出
雲
町
長

　　　　　　　　　　
勝
田
康
則
さ
ん
を
偲
ん
で

勝
田
康
則
さ
ん

　功
績
の
概
要（
一
部
抜
粋
）

昭
和
42
年

　雲
南
信
用
金
庫
勤
務

平
成
18
年

　し
ま
ね
信
用
金
庫
専
務
理
事

平
成
23
年

　奥
出
雲
町
副
町
長

平
成
26
年
〜
令
和
4
年

　奥
出
雲
町
長

令
和
4
年

　（福
）奥
出
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長

【
表
彰
歴
】

令
和
5
年

　島
根
県
自
治
功
労
者
表
彰（
地
方
自
治
）

 

町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

勝
田
康
則
様
の
突
然
の
訃
報
に
接
し
、心
よ
り
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

勝
田
様
は
温
厚
誠
実
で
清
廉
潔
白
な
人
柄
の
も
と
、卓
越

し
た
識
見
と
指
導
力
に
よ
り
、多
く
の
住
民
か
ら
厚
い
信
頼
を

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
よ
り
奥
出
雲
町
副
町
長
と
し
て
町
政
を

支
え
ら
れ
た
後
、平
成
二
十
六
年
、町
政
の
安
定
と
継
続
を

守
る
た
め
町
長
選
挙
に
立
候
補
し
当
選
、以
来
二
期
八
年
に

わ
た
り
町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

「
元
気
、安
心
、笑
顔
の
ま
ち
、奥
出
雲
町
と
と
も
に
生
き
て

い
く
」を
掲
げ
、生
活
基
盤
の
整
備
や
産
業
振
興
、福
祉
の
充

実
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。特
に
、移
住
定
住
施
策
の
推
進
や

起
業
支
援
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
、日
本
農
業
遺
産

認
定
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、多
方
面
に
わ
た
り
地
域
の
活
性
化

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、退
任
後
は
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
と
し
て「
と

も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
」の
実
現
の
た
め
、高
齢
者
福

祉
、障
害
者
福
祉
、母
子
福
祉
等
に
つ
い
て
数
多
く
の
事
業
に

力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

そ
の
温
か
く
誠
実
な
姿
勢
と
功
績
は
、こ
れ
か
ら
の
奥
出
雲

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
に
生
前
の
ご
功
績
に
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

奥
出
雲
町
長

　
　
糸
原

　
保
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奥
出
雲
町
と
島
根
大
学
教
育
学
部

　
３
月
13
日
、島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園「
木
音
の
部
屋

（
も
ね
の
へ
や
）」に
お
い
て
、奥
出
雲
町
と
島
根
大
学
教
育
学
部

に
よ
る「
幼
児
教
育
に
関
す
る
協
定
締
結
式
」が
行
わ
れ
、学
校

法
人
仁
多
学
園
の
理
事
長
も
務
め
る
糸
原
町
長
と
、川
路
澄
人

島
根
大
学
教
育
学
部
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、今
後
の
連
携
強

化
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、４
月
に
開
園
し
た「
よ
こ
た
こ
ど
も
園
」に
お
い

て
、先
進
的
な
理
論
や
専
門
的
知
見
に
基
づ
い
た
幼
児
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、附
属
幼
稚
園

を
窓
口
と
し
て
、教
員
の
派
遣
や
幼
児
教
育
に
関
す
る
研
究・研

修
、教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、多
方
面
で
の
連
携
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
木
の
交
流
施
設「
じ
ゅ
じ
ゅ

も
く（
仮
称
）」に
お
い
て
も
、附
属
幼
稚
園
の
木
育
の
取
り
組
み

や「
木
音
の
部
屋
」で
培
わ
れ
た
知
見
を
活
か
し
た
連
携
が
図
ら

れ
る
予
定
で
す
。

　
本
協
定
を
通
じ
て
、奥
出
雲
町
で
は
、自
然
環
境
教
育
の
推
進

や
、発
達
支
援
の
推
進
、郷
土
を
愛
し
未
来
を
生
き
抜
く
力
を
育

む
教
育
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　
島
根
大
学
に
お
い

て
も
、地
域
に
お
け
る

中
核
幼
稚
園
と
し
て

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
、

幼
稚
園
教
育（
国
立

附
属
幼
稚
園
）の
意

義
を
ア
ピ
ー
ル
、附

属
幼
稚
園
教
諭
の
資

質
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
「
結

婚
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
と
し
て
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
づ
く
り
か

ら
出
産
・
育
児
・
保
健

指
導
な
ど
次
世
代
へ
の

継
承
と
相
談
解
決
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
５

名
の
方
に
対
し
、奥
出
雲

町
町
制
施
行
20
周
年
を

記
念
し
、
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

幼
児
教
育
に
関
す
る
協
定
を
締
結▲島根大学　川路 澄人　教育学部長（右）

　
４
月
に
開
校
し
た
仁
多
小
学
校
。そ
の
整
備
に

あ
た
り
、多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
日
々
歌
い
親
し
む
校
歌

の
作
詞
作
曲
を
手
が
け
ら
れ
た
糸
賀
修
平
さ
ん

に
も
、そ
の
功
績
を
た
た
え
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

【
建
設
関
係
者
】

　
株
式
会
社
糸
賀
工
務
店
様

　
有
限
会
社
福
間
工
務
店
様

　
有
限
会
社
勝
山
建
設
様

　
三
和
電
工
株
式
会
社
様

　
株
式
会
社
日
新
電
工
様

　
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様

　
島
根
水
道
株
式
会
社
様

　
株
式
会
社
中
林
建
築
設
計
事
務
所
様

【
校
歌
作
詞
作
曲
】

　
糸
賀
修
平
さ
ん

《感謝状被贈呈者》 《感謝状被贈呈者》
石
原 

晴
代
さ
ん

植
田 

美
由
紀
さ
ん

踏
江 

つ
や
子
さ
ん

福
間 

京
子
さ
ん

若
月 

ゆ
か
り
さ
ん

                  （
写
真
順
）

地
域
に
寄
り
添
う
医
療
の
拠
点

町
立
奥
出
雲
病
院
附
属

横
田
診
療
所
開
所
式

　
４
月
14
日
、
協
同
組
合
仁
多
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー 

サ
ン
ク
ス
様
よ
り
、４
月
に
開
校
し
た
仁
多
小

学
校
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
サ
ン
ク
ス
の
石
田
正
博
理
事
長
は
、「
創
業
か
ら

40
年
を
節
目
に
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何

か
し
て
あ
げ
た
い
と
従
業
員
で
話
し
合
っ
た
。仁
多

の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
大
き
く
な
れ
る
よ
う
、
教

育
の
現
場
で
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
寄
付
を
受
け
た
仁
多
小
学
校
の
三
島
啓
介
校
長

は
、「
地
域
の
皆
様
か
ら
の
大
き
な
期
待
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
ご

厚
意
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、教
職

員一同
、
子
ど
も

た
ち一人
ひ
と
り

の
可
能
性
を
大

切
に
育
ん
で
ま

い
り
ま
す
。」
と

感
謝
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た

寄
附
金
は
、仁
多

小
学
校
の
教
育

環
境
の
充
実
に

活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

▲仁多ショッピングセンター サンクス 中林啓和副理事長、
　仁多ショッピングセンター サンクス 石田正博理事長、
　糸原町長、三島啓介仁多小学校長（右から）
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４
月
６
日
、
町
立
奥
出
雲
病
院
附
属
横
田
診
療
所
の
開

所
式
が
行
わ
れ
、
横
田
地
域
の
医
療
の
拠
点
が
新
た
な一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
を
支

え
て
こ
ら
れ
た「
永
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
」の
閉
院
を
受
け
、そ
の

場
所
と
想
い
を
引
き
継
ぐ
形
で
開
設
さ
れ
た
診
療
所
で

す
。

　
式
で
は
、
看
板
を
披
露
す
る
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
会
場

は
温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。町
立
奥
出
雲
病
院
の

鈴
木
賢
二
院
長
は
、「
地
域
を
思
う
心
を
し
っ
か
り
受
け
継

ぎ
、
病
院
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
身
近
で
頼
れ
る
窓
口

と
な
る
よ
う
努
め
た
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

　
ま
た
、岡
正
登
詩
横
田
診
療
所
長
は
、「
奥
出
雲
病
院
の

附
属
診
療
所
と
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
な
ど
を
繋
げ
る
な
ど

連
携
を
高
め
、
患
者
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
な
診

療
を
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
寄
り
添

う〝
か
か
り
つ
け
〞と
し
て
、
多

く
の
方
に
親
し
ま
れ
る
診
療
所

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

瑞
宝
双
光
章

特
別
叙
勲

　旭
日
単
光
章

　

　
永
濱
さ
ん
は
昭

和
35
年
か
ら
教

員
と
し
て
26
年
、

教
頭
２
年
、
校
長

４
年
、
社
会
教
育

主
事
５
年
、
指
導

主
事
１
年
に
わ
た

り
、
学
校
教
育
や

社
会
教
育
、Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　
退
職
後
は
環

境
省
自
然
公
園

指
導
員
と
し
て
長
年
尽
力
し
、
平
成
22
年
に
自
然
環
境
局
長
表

彰
、令
和
３
年
に
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、こ
の
度
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
景
山
さ
ん
は
、平
成
11
年
５
月
か
ら
２
期
５
年
11
月
に
わ
た
り

仁
多
町
議
会
議
員
を
、
平
成
17
年
５
月
か
ら
３
期
12
年
に
わ
た

り
奥
出
雲
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、そ
の
間
、奥
出
雲
町
議
会

に
お
い
て
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
尾
原
ダ
ム
地
域
開
発
特

別
委
員
会
委
員
長
等
を
、
平
成
25
年
５
月
か
ら
は
奥
出
雲
町
議

会
議
長
を
約
２
年
間
歴
任
さ
れ
、豊
か
で
潤
い
の
あ
る
町
を
築
く

た
め
、
道
路
網
の
整
備
、
農
業
基
盤
の
整
備
、
教
育
・
福
祉
・
医

療
施
設
の
整
備
な
ど
、地
方
自
治
の
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
度
叙
勲

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

故 

景
山
孝
志
さ
ん

（
三
沢
）

永
濱
哲
夫
さ
ん

（
古
市
）

に
た
児
童
ク
ラ
ブ
開
所
式

　
４
月
２
日
、
に
た
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
式
を

行
い
ま
し
た
。小
学
校
の
統
合
に
伴
い
、こ
れ
ま

で
布
勢
・
三
成
・
亀
嵩
・
阿
井
・
三
沢
で
実

施
し
て
い
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
統
合
し
、

新
た
に
開
所
し
ま
し
た
。

　
利
用
登
録
児
童
は
、１
５
８
名
と
な
り
、新
し
い
場
所

で
支
援
員
や
仲
間
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り

学
校
か
ら
帰
宅
後
、
家
庭
に
保
護
者
が
い
な
い
小
学
生

に
遊
び
や
生
活
の
場
所
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
で
す
。利

用
の
際
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
こ
ど
も

家
庭
支
援
課（
５
４―

２
５
０
４
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

にた児童クラブ玄関前（仁多小学校内）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▲挨拶をする鈴木院長▲挨拶をする鈴木院長

協
同
組
合
仁
多
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ク
ス
様
か
ら
仁
多
小
学
校
へ

             

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

感 謝 状 贈 呈

テープカット

長年の功績を称えて新たな学び舎に感謝を込めて



　山
陰
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会

社
様
か
ら
町
に
対
し
、五
十
万
円
の
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　同
社
は「
地
球
の
声
を
聴
き
、
未
来
を

創
る
」と
い
う
パ
ー
パ
ス
の
も
と
、イ
ン
フ

ラ
整
備
や
災
害
対
策
な
ど
の
公
共
事
業

を
通
じ
て
地
域
社
会
の
安
全
と
発
展
に

貢
献
し
、山
陰
地
域
の
持
続
可
能
な
未
来

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
度
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
附
は

「
ひ
と
が
集
う
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
魅
力
的
な
ま
ち
を
つ
く
る
事

業
」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　出
雲
グ
リ
ー
ン
株
式
会
社
様
か
ら
町

に
対
し
、
五
十
万
円
の
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　同
社
は「
自
然
と
人
間
の
調
和
」を
基

本
理
念
に
掲
げ
、
快
適
で
安
全
な
地
域

社
会
の
創
造
と
、
環
境
保
全
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
度
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
附
は

「
ひ
と
が
集
う
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
魅
力
的
な
ま
ち
を
つ
く
る
事

業
」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

企業版ふるさと納税によるご寄附をいただきました

山陰開発コンサルタント株式会社様出雲グリーン株式会社様

御入学おめでとうございます

専
門
学
校 

島
根
Ｉ
Ｔ

　
デ
ザ
イ
ン
カ
レ
ッ
ジ 

入
学
式

島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

　
入
学
式

　４
月
10
日
、
専
門
学
校 

島
根
Ｉ
Ｔ
デ
ザ
イ
ン

カ
レ
ッ
ジ
の
入
学
式
が
八
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。本
年
度
は
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
科
お
よ
び

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
に
国
内
外
か
ら
60
名

が
入
学
し
ま
し
た
。

　式
で
は
新
入
生
代
表
の
並
河
茉
夏
さ
ん
が
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。谷
口
直
也
校
長
は
地
域
の

方
々
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、自
ら
の
可
能
性
を
広

げ
て
ほ
し
い
と
語
り
、
伊
賀
公
治
理
事
長
は
挑

戦
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、

Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
グ
ル
ー
プ
創
業
者
の
内
藤
献
会
長
か

ら
は
A
I

時
代
だ
か

ら
こ
そ
人

間
性
を
育

む
こ
と
の

大
切
さ
が

語
ら
れ
ま

し
た
。

　会
場
は

新
た
な
門

出
を
祝
う

温
か
な
雰

囲
気
に
包

ま
れ
、新
入

生
た
ち
は

夢
に
向
か

い
新
た
な

一
歩
を
踏

み
出
し
ま

し
た
。

　島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
の
入
学
式

が
４
月
８
日
に
行
わ
れ
、
29
期
目
と
な
る
今
年

は
、理
学
療
法
学
科
、作
業
療
法
学
科
に
計
48
名

が
入
学
し
ま
し
た
。

　新
入
生
を
代
表
し
て
、名
原
優
里
さ
ん（
作
業

療
法
学
科
）が
、「
４
年
制
と
い
う
学
習
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
豊
富
な
臨
床
実
習
な
ど
、
専
門
的
な
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
充
実
し
た
環

境
の
中
で
、一
人
一
人
が
自
分
の
目
標
に
向
か
っ

て
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
誓
い

の
詞
を
述
べ
ま
し
た
。

　新
入
生
た
ち
は
今
後
、
夢
の
実
現
に
向
け
て

奥
出
雲
で
、
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
４
年

間
に
わ
た

る
学
校
生

活
を
送
り

ま
す
。

　新
た
に

入
学
し
た

48
名
が
、

そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に

向
か
っ
て

成
長
し
、

理
学
療
法

士
・
作
業

療
法
士
と

し
て
地
域

社
会
で
活

躍
す
る
こ

と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

三

　
　成

布

　
　勢

亀

　
　嵩

三

　
　沢

八

　
　川

馬

　
　木

鳥

　
　上

横

　
　田

阿

　
　井

令和８年度自治会長さんが決定しました令和８年度自治会長さんが決定しました
令和８年度自治会長さんが決まりましたのでお知らせします。 
各地区・各自治会でのまとめ役として、１年間お世話になります。

下

三

所

石
原
・
里
田

角
木
・
乙
多
田

滝

の

上

前

布

施

上

分

西

湯

野

中

湯

野

久

比

須

谷

奥

亀

嵩

町

梅

木

原

大

内

原

　
簾

　

　
郡

　

琴

枕

高

田

真

地

米

原

上

町

上
阿
井
町

福

原

　
平

　

大

上

下

口

川

東

雲

崎

堀

山

根

鋳

物

屋

川

子

原

八

幡

奥
湯
谷
上

奥
湯
谷
下

小

寄

堅

田

上

鞍

掛

下

鞍

掛

三

沢

町

原

田

四

日

市

河

内

大

吉

上

鴨

倉

下

鴨

倉

代

山

山

県

中

丁

福

頼

山

郡

中

籾

日

向

側

山

根

側

追

谷

加

食

大

曲

六

日

市

大

市

新

町

　
角

　

馬

場

や

り

め

五

反

田

樋

口

蔵

屋

稲

田

原

口

三

井

野

坂

根

奥

八

川

小

八

川

中

八

川

八
川
本
郷

大
谷
本
郷

雨

川

土

橋

古

市

川

西

　
旭

　

女

良

木

大
馬
木
第
１
本
郷

大
馬
木
第
２
本
郷

堅
田
・
野
伏

反

保

本

谷

矢
入
・
中
原

小

森

小
馬
木
本
郷

佐

白

町

佐

白

上

布

施

八
代
西
部

八

代

町

八
代
本
町

八
代
東
部

中

村

馬

馳

上

馬

馳

下

上
三
所
西
部

上
三
所
中
央

上
三
所
東
部

土

屋

上

高

尾

尾

白

下

高

尾

美

女

原

上
三
成
上

上
三
成
中

上
三
成
下

上

本

町

中

町

下

本

町

下

大

正

町

寺

町

暮

地

湯

の

原

宮

の

町

朝

日

町

矢

谷

令和8年度奥出雲町自治会長会連合会の構成が決定令和8年度奥出雲町自治会長会連合会の構成が決定
　4月28日、役場仁多庁舎で令和8年度奥出雲町自治会長会連合会が開催され、令和8年度の連合会の構成が
次のとおり決定しました。

（布勢地区）　　　　　　　　 （馬木地区）

（三成地区）　 （亀嵩地区）　 （阿井地区）
（三沢地区）　 （鳥上地区）　 （横田地区） 
（八川地区）

連合会長 連合会副会長
地区会長
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の

　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル

　ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
素
材
は
、
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）
と
い
う
単
一
素
材

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す
。
丈
夫
で
劣
化
し
に

く
く
、
再
生
し
て
も
性
能
が
落
ち
に
く
い
た

め
、
何
度
も
再
利
用
で
き
る
環
境
に
や
さ
し

い
素
材
で
す
。

　ま
た
、
子
ど
も
で
も
簡
単
に
分
別
で
き
、

洗
い
や
す
く
衛
生
管
理
が
し
や
す
い
こ
と
か

ら
、
回
収
後
の
売
却
益
を
ワ
ク
チ
ン
支
援
金

と
し
て
活
用
す
る
仕
組
み
が
全
国
的
に
確
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　山
陰
地
域
で
は
、
山
陰
合
同
銀
行
を
窓
口

と
し
て
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
山
陰
本
部
が

使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
収
集

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
メ
ー
カ
ー
へ
売
却
し
て
い

ま
す
。
そ
の
売
却
益
は
、「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会
」

へ
寄
付
さ
れ
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク

チ
ン
を
届
け
る
支
援
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　奥
出
雲
町
で
は
、

山
陰
合
同
銀
行
三

成
支
店
が
キ
ャ
ッ

プ
回
収
の
窓
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
ま
と
め
た

上
、
段
ボ
ー
ル
箱
に

入
れ
て
、
支
店
の
窓

口
へ
お
持
ち
込
み
く

だ
さ
い
。

時　　刻
10：30～11：30
13：00～15：00
10：30～11：30
13：00～15：00
10：30～11：30
13：00～15：00
10：30～11：30
13：00～15：00

期　　日

6月2日（火）

6月3日（水）

6月4日（木）

6月5日（金）

場　　所
たたLABO

（旧ごうぎん横田出張所）
たたLABO

（旧ごうぎん横田出張所）

役場仁多庁舎1階

役場仁多庁舎1階
奥出雲健康センター

計
量
器
の
定
期
検
査
の

　
　
　
　
　
　実施
に
つ
い
て

　取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
（
は
か
り
・
分
銅
・
お
も
り
等
）

は
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　取
引
・
証
明
を
目
的
と
し
て
使
用
し
て
い
る
計
量
器
を
お
持
ち
の

方
は
、
必
ず
定
期
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
前
回
（
令
和
６
年
度
）
検
査
を
受
検
さ
れ
た
方
で
、
計
量
器
を
廃

棄
又
は
今
後
使
用
し
な
い
方
は
役
場
商
工
観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
検
査
は
、
左
記
の
検
査
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
最
寄
り
の
場

所
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
他
の
実
施
場
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
）

◆
検
査
に
は
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。
金
額
や
支
払
い

方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
役
場
商
工

観
光
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
令
和
７
年
６
月
以
降
に
計

量
器
を
購
入
さ
れ
た
方
は
、

今
回
の
検
査
が
免
除
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
確

認
し
免
除
の
証
明
シ
ー
ル

を
貼
り
ま
す
の
で
検
査
場

所
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　商
工
観
光
課

　

電
話
：
５
４

‒

２
５
２
４

　奥
出
雲
町
で
は
、今
年
度
も
６
月
に
、「
食

べ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
町
内
公
共
施
設
等

で
展
示
な
ど
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。
奥
出

雲
町
に
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
米
、
そ
し
て

豊
か
な
水
で
育
っ
た
食
材
が
豊
富
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
食
材
を
使
っ
て
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る
こ
と
で
、
私

た
ち
の
心
身
は
健
康
に
な
り
、
自
然
と
笑

顔
を
増
や
し
て
く
れ
ま
す
。

　ま
た
、
お
口
の
健
康
は
、
食
べ
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
脳
卒
中
や
糖
尿
病
、
認
知
症
、

早
産
な
ど
全
身
の
健
康
に
も
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に「
毎
食
後
に
歯
み
が
き
を
す
る
」「
よ

く
噛
む
習
慣
を
つ
け
る
」「
年
１
回
は
歯
科

健
診
を
受
け
る
」
な
ど
、
歯
と
口
の
健
康

に
つ
い
て
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　６
月
は
、
家
族
や
友
人
と
食
卓
を
囲
み
、

よ
く
噛
ん
で
味
わ
い
な
が
ら
「
美
味
し
い

ね
」
と
笑
顔
を
交
わ
す
時
間
を
増
や
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　健
康
福
祉
課

　健
康
づ
く
り
推
進
1
係

　
　電
話
：
5
4

‒

2
7
8
1

　
　有
線
：
3
1

‒

5
0
0
0

（
内
線
5
1
4
4
）

おいしく食べるために　　　 　　と　　　　　　　を大切にしましょう

～毎年６月は、『食育月間』と『歯と口の健康週間』です～

栄 養 歯 と 口

▲展示の様子

人権イメージキャラクター
人KENまもる君&人KENあゆみちゃん

町民課 戸籍係　電話：54-2510【お問い合わせ】

　人権擁護委員は、住民の皆さんから人権相談を受け、問題解決のお手伝いを
したり、人権について関心を持っていただけるような啓発活動を行っています。
　この人権擁護委員の制度は、昭和24年6月1日に人権擁護委員法が施行されたことにより誕生しました。
　そこで全国人権擁護委員連合会では、毎年6月1日を「人権擁護委員の日」と定め、人権尊重の大切さを
呼びかける日として特設人権相談所の開設や啓発活動に取り組んでいます。

年齢

18歳以上

18歳未満

相談は無料で、秘密は厳守されます
ので、ひとりで悩まずお気軽にご相
談ください。

日 時 6月1日（月）午前10時～正午
会 場 カルチャープラザ仁多　

横田コミュニティセンター

特設人権相談所を
開設します

6月1日は人権擁護委員の日です。6月1日は人権擁護委員の日です。
人権擁護委員をご存知ですか？

法務局での面接・電話等による相談を希望される方
受付時間：平日8：30～17：15（面接・電話相談）
面接相談：松江地方法務局出雲支局

出雲市塩冶善行町13番地3 電話：0853-20-7732
電話相談：子どもの人権110番 電話：0120-007-110

みんなの人権110番 電話：0570-003-110
受付時間：平日9：00～17：00

外国語人権相談ダイヤル 電話：0570-090911
インターネット相談：法務省HP
http：//www.jinken.go.jp/JINKEN/index_yougoiin-a.html

法務局LINE人権相談

旅券手数料の改定について
令和8年7月1日以降の申請分から旅券手数料が減額改定されます

旅券種別

10年

残存有効期間
同一旅券

5年

改定後手数料
電子申請　8,900円
窓口申請　9,300円
電子申請　5,400円
窓口申請　5,800円
電子申請　4,400円
窓口申請　4,800円

備考

7,000円減額

500円減額

12歳以上　6,500円減額
12歳未満　1,500円減額

インターネット人権相談

〇令和8年7月１日以降は、18歳以上は5年旅券を申請できません。
　また、18歳未満は残存有効期間同一旅券を申請できません。

【注意】
　上記の改定に伴い、7月1日以降の申請が大幅に増加し、県内旅券事務所の混雑が予想されます。７月1日
以降の申請については、当面の間、電子申請・窓口申請共に、申請受理日から交付まで約3週間（通常は約2
週間）となる見込みです。
　7月に海外渡航を予定している方は、6月中旬までに申請が完了するようご準備ください。

【申請窓口】
町民課戸籍係 電話：54-2510
【お問い合わせ】
島根県パスポートセンター　電話：0852-27-8686

旅券にまつわる
申請・届出の
詳細について→
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　沿線でつくる木次線利活用推進協議会では、利用促進に向けた活動のほか、JR 木次線を
利用した移動、団体が行う利用促進イベント、事業者のツアー造成・販売支援等について、
必要な経費の一部を助成しています。
※助成事業は予算に限りがありますので、早めにご相談ください。

【お問い合わせ】木次線利活用推進協議会事務局　奥出雲創生課　電話：54-2514
ホームページ：https://kisuki-line.jp/ 検索 木次線ポータルサイト

　3名以上のグループでJR木次線4区間以上の乗車を含む旅行等の移動
（中国地方5県内）をした場合に、JR運賃及び貸切バスなど2次交通にかか
る経費に対し1／2（上限10万円）補助を行っています。
　令和8年度は、2次交通の補助対象事業者を全国に拡充いたしました。
（ただし、島根県外に営業所を有する事業者を利用する場合にはJR木次線
5区間以上の乗車が条件）
　観光列車「あめつち」も対象となりますので、是非本補助金を活用してお
得な旅へお出かけください。

〈一般利用者向け〉 木次線乗車（2次交通含む）を含む
旅行への補助

注意事項

①7日前までに事前申込が必要です。　②100円未満は切り捨てとなります。
③下記〈沿線対策事業〉との併用はできません。

学校行事等での利用：
木次線区間の運賃全額助成

　遠足や校外学習など、学校行事等で木次線を利用した沿線市町
の幼児園・こども園・小・中・高等学校等の園児、児童、生徒、先生
を対象として、JR木次線の運賃（観光列車「あめつち」は除く）を
全額助成します。

沿線対策事業 1

住民団体での利用:利用促進イベントを支援沿線対策事業 2

　協議会では、木次線が全線開通した昭和12年12月12日に因み、
毎月12日を「木次線応援の日」として、利用促進を図っています。
　職場への通勤やお買いものなど、いつものマイカー移動をちょっ
とお休みして、この日は木次線を利用してください。

毎月12日は木次線応援の日！

※対象となる団体や対象経費、申請期限など詳しくは、事前に下記までお問い合わせください。

申請様式は
こちら▶

　住民組織など団体で行う木次線利用促進を図るためのイベン
トや、地域イベントとコラボすることで利用者増加が見込まれる
取り組みのほか、令和8年度から沿線のにぎわい創出（景観整備
や駅舎の装飾等）を目的とした企画を対象として、必要な経費の
一部を助成します。

　　　助成額:1申請につき上限8万円

JR木次線の利用促進にご協力ください！

広報 奥出雲 10広報 奥出雲11

農業振興課・健康福祉課からのお知らせ

　　暑さを避けましょう　
・換気扇や窓開放によって換気をしつつ、エアコンの温度 
  設定をこまめに調整（室内での熱中症にも注意！）
・外出時は暑い日や暑い時間帯を避ける
・通気性、吸湿性、速乾性のある衣服や、外出時の日傘や帽子の着用

　　こまめに水分補給をしましょう
・のどが渇く前に水分補給し、たくさん汗をかいた時は塩分補給も行う

　　日頃から健康管理をしましょう
・日頃から体温測定などを行い、体調不良時は無理をせず静養する

　　暑さに備えた体づくりをしましょう
・暑くなり始めの時期から適度に運動をし、身体が暑さに慣れるようにする
　（無理のない範囲で行う）

熱中症は気温が高い環境下で、体温調節の機能がうまく働かず、体内に熱がこもってしまうことで起こり
ます。子どもや高齢者などは特に熱中症になりやすいため注意が必要です。

●日中の高温時はできるだけ作業を行わない
●作業前、作業中にこまめな水分・塩分補給、休憩
をとる
●作業は２人以上で行う
●通気性の良い衣服や帽子、
ファン付きウェア、送風機等
の活用

●高温多湿の環境を避け、な
るべく日陰での作業を行う

①作業を中断
　（代表的な症状）　
・汗をかかない
・めまい、吐き気、頭痛

②応急処置　
・涼しい環境へ避難
・衣服をゆるめ体を冷やす
・水分・塩分を補給

～熱中症を予防しましょう～

『熱中症かな？』と思ったら『熱中症かな？』と思ったら

夏の農作業時の注意点！！

③症状が改善しない⇒医療機関を受診
　・自力で水が飲めない
　・意識がない場合 119番へ

1

2

3

4

お互いに声を
かけあい、

予防しましょう！
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今
回
の
振
替
は
次
の
通
り
で
す
。

　〇
固
定
資
産
税（
１
期
）

　〇
軽
自
動
車
税（
全
期
）

　○
情
報
通
信
使
用
料

　○
上
水
道
使
用
料

　○
下
水
道
使
用
料

　○
住
宅
使
用
料

　○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　○
住
宅
共
益
費

　○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

税
金・使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

　
５
月
分
の
口
座
振
替
は

　
　
６
月
１
日（
月
）で
す
。

◎
使
用
人
数
の
変
更（
転
入
・
転
出
・

出
生
・
死
亡
）が
あ
っ
た
場
合
は
、速
や

か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出
を
し
て
下

さ
い
。使
用
人
数
に
よ
っ
て
使
用
料
金

が
変
わ
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
業・合
併
）

に
つい
て

みんなの掲示板６
月
の

行
事
予
定

有
線
電
話
番
号
簿

【
掲
載
変
更
】

○
布
勢
・
馬
馳
下
（
２
２
–
１
６
１
８
）

　恩
田

　利
徳

　
　
　←

　恩
田

　幾
子

○
阿
井
・
平
（
６
２
–
０
３
１
４
）

　足
木

　恒
夫
（
足
木
嘉
宏
）

　
　
　←

　足
木

　嘉
宏

○
横
田
・
角
（
２
０
–
０
６
０
７
）

　勝
田

　康
則

　
　
　←

　勝
田

　ス
ミ
子

奥出雲町では、有害鳥獣捕獲班の皆さんに有害鳥獣を捕獲・駆除してい
ただいています。令和８年３月の捕獲・駆除頭数実績は次のとおりです。

【お問い合わせ】　農業振興課 農業生産・鳥獣係
　　　　　　　　電話：５２－２６７９
　　　　　　　　有線：２０－４０００（４３３8）

地域 ニホンジカ イノシシ タヌキ カラス サギ類

3

5

8

19

10

29

0

6

6

75

0

75

0

0

0

その他

2

1

3

仁多地域

横田地域

合計

有害鳥獣の捕獲・駆除実績有害鳥獣の捕獲・駆除実績

※その他は、アナグマ、ヌートリア等の合計です。
有害鳥獣による農作物被害があった場合は、下記までご連絡ください。

★★イベント★★�

合同企業説明会 3⽇（土） 13：30〜15：30 役場仁多庁舎 （問）定住産業課
 54-2524

町体協レク部軽スポーツ体験会
（ボッチャ、モルック） 25⽇（⽇） 13：00〜 奥出雲町民体育館（問）奥出雲町体育協会

 52-2672

福
祉
職
場
相
談
会
の
ご
案
内

　
雲
南
地
域
の
事
業
所
が
働
き
方
や
募
集

中
の
求
人
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
職
場

の
雰
囲
気
な
ど
求
人
票
で
は
わ
か
ら
な
い

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
就
業
相
談

も
で
き
ま
す
。
福
祉
の
お
仕
事
に
関
心
の

あ
る
方
・
福
祉
職
場
へ
の
就
職
を
希
望
す

る
方
は
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
会
場
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南（
雲
南
市
木

次
町
里
方
５
１
４
‒
２
）

◆
日
時
　
６
月
16
日（
火
）13
時
30
分
〜
15

時
30
分

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
法
人
島
根

県
社
会
福
祉
協
議
会（
島
根
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
）

☎
０
８
５
２
‒
３
２
‒
５
９
５
７

「
２
０
２
６
夏
期
し
ま
ね
短
期
仕
事

体
験
」参
加
学
生
募
集
中
！

　
夏
休
み
を
利
用
し
て「
し
ま
ね
短
期
仕
事

体
験
」に
参
加
し
て
み
ま
せ
か
？

　
自
己
分
析
や
業
界
研
究
に
役
立
つ
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
島
根
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仕
事
体
験
で

の
経
験
が
自
身
の
成
長
へ
と
繋
が
り
、
そ

の
後
の
就
職
活
動
に
活
か
せ
ま
す
よ
！

　
詳
細
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
Ｈ
Ｐ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
交
通
費
、
宿
泊
費
助
成
あ
り（
条
件
あ
り
）

◆
日
時
　
８
月
〜
９
月（
３
日
以
上
）

◆
参
加
方
法
　
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
　

◆
対
象
者
　
大
学（
院
含
む
）、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
等
に
在
学
中

の
学
生

◆
申
込
締
切
　
１
次
：
６
月
15
日（
月
）、

２
次
：
６
月
29
日（
月
）

◆
申
込
先
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
Ｈ
Ｐ

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま

ね☎
０
１
２
０
‒
３
４
‒
０
４
５
１

▼
２
０
２
６
夏
期
し
ま
ね

　
短
期
仕
事
体
験

労
働
相
談
会
開
催
の
ご
案
内

　「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」「
残
業
代

が
支
払
わ
れ
な
い
」「
勤
務
態
度
に
問
題
の

あ
る
社
員
に
困
っ
て
い
る
」な
ど
、
職
場
で

の
お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
専
門
家
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
　
６
月
28
日（
日
）10
時
〜
15
時

◆
会
場
　
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲（
出
雲
市
駅

南
町
１
丁
目
５
番
地
）

◆
料
金
　
無
料

◆
相
談
員
　
弁
護
士
、
労
働
組
合
役
員
、
会

社
経
営
者
な
ど
　
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
対
象
　
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ

イ
ト
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
込
締
切
　
６
月
22
日（
月
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
島
根
県
労
働
委
員
会

事
務
局

☎
０
８
５
２
‒
２
２
‒
５
４
５
０

く
ら
し
・
し
ご
と
／
悩
み
事
出
張
相

談
会
In
雲
南
〜
ま
ず
は
相
談
を
〜

　
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
仕
事
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
ご
と
の
相
談
を
受
け
て
、
解

決
に
む
け
た
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
必

要
な
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
日
時
　
６
月
９
日（
火
）10
時
〜
16
時

◆
会
場
　
中
国
労
金
雲
南
支
店
３
階
会
議

室（
雲
南
市
木
次
町
木
次
４
６
８
‒
６
）

※
会
場
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
相
談
料
　
無
料

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
　
く
ら
し
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
島
根（
松
江
市
御
手
船
場
町

５
５
７
‒
７
　
ろ
う
か
ん
別
館
）

☎
０
１
２
０
‒
９
６
９
‒
２
３
４
　

平
日
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時

★★成人健診★★� （問）健康福祉課54－2781

住民健診等
（集団健診）

14⽇（⽇） 仁多庁舎
15⽇（月） 横田コミセン
16⽇（火） 亀嵩温泉玉峰山荘

大腸がん検診
16⽇（火） 鳥上コミセン
23⽇（火） 八川コミセン・大谷
30⽇（火） 馬木コミセン

胸部CT 2⽇（火） 奥出雲病院12⽇（金）
子宮頸がん検診 21⽇（⽇） 仁多庁舎

乳がん検診
9⽇（火） 奥出雲病院26⽇（金）

21⽇（⽇） 仁多庁舎

★★古紙回収★★� （問）環境政策課54-2513

⼋川 八川コミセン 6⽇
（土）三井野原ふれあいセンター

⾺⽊ 馬木コミセン
布勢 布勢コミセン

13⽇
（土）阿井 家畜集合施設

下阿井運動広場
三沢 三沢公民館

横⽥ 横田コミセン横 20⽇
（土）役場横田庁舎裏

⿃上 鳥上コミセン

三成 役場仁多庁舎玄関横
27⽇

（土）
下高尾旧消防格納庫

⻲嵩 亀嵩基幹集落センター
鳥谷木材店車庫

★★乳幼児健診★★� （問）健康福祉課54－2781
4・5か月児健診 25⽇（木） 令和8年1月・2月生 13:20〜13:35

奥出雲健康センター7・8か月児健診 25⽇（木） 令和7年10月・11月生 13:20〜13:35
10・11か月児健診 25⽇（木） 令和7年7月・8月生 13:00〜13:15
1歳6か月児健診 11⽇（木） 令和6年10月・11月生 13:00〜13:15

★★健康に関する相談★★�
こころの健康相談⽇ 1⽇（月） 14:00〜15:00（予約制）

役場仁多庁舎 （問）健康福祉課
　　54-2781⻭と⼝の健康相談室

健康・栄養相談⽇ 18⽇（木） 10:00〜12:00（予約制）

こころの健康＆もの忘れ相談 3⽇（水） 13:00〜15:00（予約制） 雲南保健所 （問）雲南保健所
　　42-9642アルコールによる困りごと相談 15⽇（月） 13:00〜15:00（予約制）

難病、治療、生活などに関する相談 月〜金曜⽇ 8:30〜16:30 しまね難病相談
支援センター

（問）しまね難病相談支援センター
　　0853-24-8510難病患者の就労に関する相談 10⽇（水） 13:30〜15:30（予約制）

★★6月定例会★★� （問）議会事務局52-2678
本会議（初⽇） 5⽇（金） 9：30
本会議（一般質問1⽇目） 8⽇（月） 9：00
本会議（一般質問2⽇目） 9⽇（火） 9：00
予算決算特別委員会 10⽇（水） 9：30
総務経済常任委員会 11⽇（木） 9：30

教育福祉常任委員会 12⽇（金） 9：30
本会議（国保） 17⽇（水） 9：30
教育福祉常任委員会 17⽇（水）本会議終了後
本会議（最終⽇） 23⽇（火） 9：30

※日程は変更になる場合があります。

★★結婚・子育てに関する相談★★�

結婚相談所「はぴこ」 14⽇（⽇） 10：00〜15：00 サイクリングターミナル
2階研修室

（問）奥出雲はぴこ会
090−2860−2082（渡部）17⽇（水） 16：00〜19：00

★★その他の相談★★�

出張年金相談 5⽇（金） 10：00～15：30
（予約制）

役場仁多庁舎 （予約先）
　松江年金事務所  0852-23-954019⽇（金） 役場横田庁舎

移動ナースバンク
（就業相談会） 10⽇（水） 13：00～16：00 ハローワーク

雲南
（問）
　ハローワーク雲南　42-0751
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　出雲國たたら風土記の魅力を広く伝えていくため、鉄の道
文化圏推進協議会では、以下のような補助事業を設けていま
す。ぜひご活用ください。

◆鉄の道文化圏推進協議会　補助事業のご紹介
１、【旅行事業者向け】たたら観光貸切バス旅行商品造成

支援事業
旅行業を保有する事業者が日本遺産「出雲國たたら
風土記」の構成文化財等を巡るバスツアーを実施す
る場合、貸切バスに係る経費を一部支援します。　
※旅行事業者を通じての支援となりますので、ご留意
　ください。
①鉄の道文化圏域内（安来市・雲南市・奥出雲町）
で宿泊する場合、上限30千円
②鉄の道文化圏域（安来市・雲南市・奥出雲町）以外
の島根県内及び日帰りの場合、上限１０千円

２、【事業者向け】お土産品開発事業支援補助金
事業者が日本遺産「出雲國たたら風土記」を想起で
きるお土産品を開発する場合、パッケージ改良や新商品
開発に係る経費の一部を支援します。
①「出雲國たたら風土記」ストーリーを活用したお土産
品を新たに開発する場合、上限 200千円
②既存商品を改良する場合、上限 100千円
　
過去に当該事業を活用して開発されたお土産品

※上記補助事業はいずれも予算に達した場合、打ち切りとな
ります。お早めにご相談ください。
鉄の道文化圏推進協議会　雲南市担当課　観光振興課
電話：40-1054

出雲國たたら風土記
いずものくに

～鉄づくり千年が 生んだ物語～

日本遺産に認定されてから10周年を迎えます。

安来節演芸館　金太郎あめ

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　図
書
室

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室
　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室
　
☎
５
２‐

０
９
４
９

門
井 

慶
喜 

著

村
山 

由
佳 

著

小
泉 

八
雲 

著

岸
本 

葉
子 

著

田
中 

達
也 

作

ジ
ル
・
ボ
ム 

文

キ
ー
ス
・
ネ
グ
レ
ー 

作

佐
藤 

正
午 

著

中
山 

七
里 

著

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版 

編

岡
江 

晃
児 
編
著

平
野 

恵
理
子 

さ
く

工
藤 

ノ
リ
コ 

著

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド 

編

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

6
月
の
休
室
日

月
曜
日

月
末
休
室（
30
日
）

日
曜
日

　豊臣家の天下統一の陰に、知られざる包丁
人（料理人）の姿があった。
　その男は京出身の大角与左衛門。味方の兵
たちを食でまとめあげ、敵方の調略にも一役
買っていたという。屑として捨てられていた
雉の内臓を使った汁。
　決死の戦の前に、即席のかまどで焼いた下
魚のかまぼこ。
　秀吉と秀長の故郷の味、ドジョウの味噌鍋。
秀吉・秀長の豊臣兄弟に仕えた包丁人が作る、
人と人との心をつなぐ料理とは？　　　　　

（出版社紹介より記載）

『豊臣家の包丁人』
6
月
の
休
室
日

「
夫
を
亡
く
し
て 

北
村
透
谷
の
妻
・
ミ
ナ
」

「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」

「
神
国
日
本
」

「
お
ひ
と
り
シ
ニ
ア
、１
年
生
」 

「
お
す
し
が
ふ
く
を
か
い
に
き
た
」

「
そ
ら
い
ろ
男
爵
」

「
せ
か
い
で
さ
い
し
ょ
に

　
　
　
　
　
　
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
女
の
子
」

「
熟
柿
」

「
被
告
人
、Ａ
Ｉ
」

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
」

「
入
院
・
転
院
・
退
院
の
困
り
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完
全
解
決
！
」

「
は
る
を
み
つ
け
た
よ
」

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
こ
ん
に
ち
は
」

「
ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
？
ラ
ー
メ
ン
」

　　

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0854-54-2505  ■

Ｆ
Ａ
Ｘ：
0854-54-1229
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